
1 

第３回熊本県半導体エコシステム形成産学官連携推進会議 議事概要 

 

【日 時】令和６年（２０２４年）２月１６日（金）～２月２６日（月） 

【形 式】書面開催 

【委員一覧（敬称略）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【議事概要】 

＜委員会の公開・非公開について＞ 

・本委員会については、研究内容等が熊本県情報公開条例第７条(３)ア「公にすること

により、当該法人又は当該個人の権利、競争上の地位その他正当な利益を害する恐れ

のあるもの」に該当するものとし、一部非公開とすることを検討している。 

・委員に上記を説明の上、議事の一部非公開について委員全員から了承を得た。 

 

（１）地域における大学振興・若者雇用創出事業に関する計画の認定申請書の修正につい

て 

・委員に計画の変更について説明の上、委員全員から承認いただいた。 

 

所属機関・企業 役 職 等 氏 名 

熊本県 知事 蒲島 郁夫 

国立大学法人熊本大学 学長 小川 久雄 

熊本市 経済観光局長 村上 和美 

株式会社野田市電子（一般社団

法人 熊本県工業連合会） 
代表取締役社長 野田 珠実 

ソニーセミコンダクタマニュ

ファクチャリング株式会社 
副社長兼熊本 TEC 長 山下 満 

熊本高等専門学校 校長 髙松 洋 

株式会社肥後銀行 法人コンサルティング部長 髙濱 豊 

株式会社熊本銀行 ソリューション営業部 部長 上野 仁敬 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルテ

ィング株式会社 
主席研究員 吉本 陽子 

学校法人赤山学園九州技術教

育専門学校 
理事長 赤山 聖子 
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（２）本交付金事業について 

  本交付金の取組みや進捗状況等について説明の上、下記のとおり委員より御意見等が

あった。 

  

 ・技術開発と人材育成との２軸での活動が、ともに順調に進んでおり、初年度としてス

ムーズな滑り出しだと思う。 

・くまもと３Ⅾ連携コンソーシアムの会員数が計画を大幅に上回っていることは、熊本

県における半導体への注目度を差し引いても顕著な成果であり、オープンセミナーや

半導体産官学連携コーディネーターなど、熊本県と熊本大学を中心とした積極的な活

動が奏功した結果だと考えている。 

・今後、本事業がさらに発展していく原動力として、コーディネーターの役割がますま

す重要になるため、研究マッチング成立後のフォローも含め、本事業を積極的に牽引し

て頂くことを期待したい。 

 ・若者の雇用創出ではグローバル人材の育成を視野にいれた教育カリキュラムやアメリ

カなどへの留学制度、国際的フォーラム開催などに資金が活用できることを期待して

いる。 

以上 


